
 

2025年度活動概要    オーラルコミュニケーション研究会 

 

8 月の JACET 全国大会で研究会としてワークショップを実施した。内容は、30 年続く

研究会主催のフェスティバル OCF(Oral Communication Festival)の指導過程を朗読劇に

したものである。劇の台本は研究会員の浅野享三が作成。OCF の趣旨や魅力、指導の難

しさと面白さ、効果などを言語化したもので、事前に６名のメンバーがオンライン・対

面で検討し、リハーサルしたものを発表した。早朝で他の研究会のワークショップやシ

ンポジウムと同時開催であったが、熱心な参加者と会員の間で OCF や研究会の活動につ

いて活発な質疑応答が交わされた。 

 12 月 13 日（土）13 時～18 時、毎年恒例の研究会主催行事である、OCF が文教大学あ

だち校舎で開催された。次の 8 大学の学生・教員が発表参加した。 

青山学院大学、神戸市外国語大学、名古屋外国語大学、鶴見大学、明星大学、公立鳥取

環境大学、理科大学、文教大学。なお、同志社女子大学、宮城大学、創価大学の教員も

見学参加し、会場校の学生や保護者なども見学した。演目は文学作品や映画、童話等を

脚色したものに加え、歌唱や研究を紹介・啓蒙するものなど多岐にわたった。教育演劇

家のケビン・バーグマン氏が詳細に各大学の講評をし、成功裏に OCF を終えた（研究会

補助金は講評の謝金として活用）。フェスティバルの後は交流会も実施された。OCF の

概要と指導過程、成果については毎年同様、報告書にまとめ、3 月末に PDF で会員間で

共有している。  

年が明けて 1 月 12 日（月）にオンラインで OCFの振返りと次年度体制などについて話

合った。2026年度はムーディ美穂代表（名古屋外大）、佐伯林規江副代表（同志社女子

大）を中心に活動を行う。OCF 会場は青山学院大学をベースに検討して決定する。 

 今後も OCF を毎年開催するとともに、JACET 大会でも研究会としてワークショップ等

の発表を続け、オーラル・コミュニケーションの理論と実践の研究を続けていく。2026

年度の JACET 全国大会でも研究会メンバーによるワークショップを実施予定である。 

 興味を持たれた方は研究会代表にお問合せいただきたい。OCF の報告書や OCF の動画

一部などをお見せできます。 

 


